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不
正
改
造
車
は
、
道
路
交
通
の

秩
序
を
乱
す
と
と
も
に
、
排
気
ガ

ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒
音
な
ど

の
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因

お
よ
び
交
通
事
故
を
誘
発
し
か
ね

な
い
状
況
等
社
会
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
国
土
交

通
省
で
は
平
成
17
年
度
に
お
い
て

も
、
関
係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団

体
等
と
協
力
し
て
全
国
的
に
不
正

改
造
車
の
排
除
の
た
め
の
諸
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
6
月
を

強
化
月
間
と
し
て
次
の
こ
と
を
行

い
ま
す
。

①
街
頭
検
査
の
実
施

②
迷
惑
改
造
車
相
談
窓
口
（
不
正

改
造
車
1
1
0
番
）
の
設
置

③
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
警
告

ハ
ガ
キ
を
送
付

④
不
正
改
造
施
工
者
お
よ
び
不
正

改
造
の
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
対

す
る
立
入
検
査

⑤
道
路
運
送
車
両
法
の
周
知

⑥
整
備
事
業
者
等
に
よ
る
適
正
改

造
の
推
進

※
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
不
正

改
造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
排
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
情
報
・
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
】
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不
正
改
造
車
排
除
運
動
実
施

群
馬
運
輸
支
局

◇
テ
ー
マ

夏
の
蜃
気
楼
自
然
を

う
つ
し
だ
す
現
代
の
作
家
た
ち

◇
期
日

6
月
25
日
(土)
〜
8
月
31

日
(水)

◇
開
館
時
間

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時

30
分
ま
で
）

◇
観
覧
料

▼
一
般
　
4
0
0
円

（
3
2
0
円
）
▼
大
高
生
　
2

0
0
円
（
1
6
0
円
）

※
（

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

割
引
料
金
で
す
。
ま
た
、
中
学
生

以
下
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

か
た
と
そ
の
介
護
1
人
は
無
料
で

す
。

◇
休
館
日

6
月
14
日
(火)
〜
24
日

企

画

展

示

県
立
館
林
美
術
館

(金)
、
毎
週
月
曜
日

◇
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
立
館
林

美
術
館
　
�
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8
1
8
8

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
初
心
者
ま
で
楽
し
め
、
賭

け
な
い
、
飲
ま
な
い
、
吸
わ
な
い
、

昼
間
だ
け
の
健
全
な
マ
ー
ジ
ャ
ン

で
す
。
ま
た
、
女
性
な
ど
か
ら
も

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

◇
日
時

毎
週
木
曜
日
　
午
後
1

時
30
分

◇
場
所

社
会
福
祉
会
館
（
高
齢

者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
）

◇
参
加
費

無
料

◇
対
象
者

お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
明
和
町
に
お
住
ま
い
の
か
た

◇
問
い
合
わ
せ

明
和
町
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
和
の
郷
」

�
(91)
3
0
1
2

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
参
加
者
募
集

和
の
郷

か
つ
お
の
和
風
マ
リ
ネ�

①
作
取
り
の
か
つ
お
は
、
縦

2
等
分
に
切
り
、
1
本
を

焼
き
、
も
う
1
本
を
蒸
し

て
料
理
し
、
引
き
切
り
す

る�

②
わ
か
め
は
戻
し
て
色
出
し

し
食
べ
や
す
く
ざ
く
切
り
、

き
ゅ
う
り
は
薄
く
、
短
冊

切
り
す
る�

③
甘
夏
は
皮
と
薄
皮
を
除
き
、

房
を
2
等
分
に
ス
ラ
イ
ス

し
、
玉
ね
ぎ
　
個
も
同
様

に
く
し
形
ス
ラ
イ
ス
す
る�

④
玉
ね
ぎ
　
個
を
す
り
お
ろ

し
、
Ａ
に
加
え
て
マ
リ
ネ

液
を
つ
く
る�

⑤
器
に
わ
か
め
、
き
ゅ
う
り

を
盛
り
付
け
、
か
つ
お
・
玉

ね
ぎ
・
甘
夏
を
の
せ
④
を

か
け
て
冷
や
す�

��

　
玉
ね
ぎ
の
す
り
お
ろ
し
を

使
う
こ
と
で
、
か
つ
お
の
臭

み
を
感
じ
な
い
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。�
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金田実生〈早朝に残る音〉


